
憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第235号（１）

235号
2023年9月25日

９
月

日
現
在

25

《
呼
び
か
け
人
》

人
38

《
会
員
》

人
・
５
団
体

66

《
賛
助
会
員
》

人
65

個
人
会
員
の
会
費
は
年
三
千
円

賛
助
会
員
の
会
費
は
年
千
円
以
上

◎
呼
び
か
け
人
と
会
員
は
募
集
中

郵便振替口座：

00900-4-204718
憲法を生かす会・灘

神戸市灘区天城通
3-5-19

TEL.078-801-8448
FAX.078-801-8899
nsp-nada@vega.ocn.ne.jp

マイナ保険証、おかしな世１めん
の中変えろ／沖縄連帯集会

問題だらけマイナ保険証／先２めん
輩・仲間の団体からの便り

３ページからの続き／ボクの昭３めん
和（連載72－前編）／いのち

没後100年伊藤野枝を偲んで／４めん
川柳／編集後記

原
発
汚
染
水

海
洋
放
出
、

を

山
口
県
上
関

原
発

中

に
は

ゴ
ミ

間
貯
蔵
施
設
。
福
島
原
発
事
故

は

の

と
ば
か
り
ノ
サ
バ

過
去

話

始

電
力
企
業

権
力
。

リ

め
た

と

●10月22日（日）午前9時30分受付 開会：10時

●兵庫県学校厚生会館 大会議室（３F）

＜講演＞ 「沖縄の昔と今を知り、再び戦場としないために今できること （仮題）」

な
ん
て

か
ら

の

「
沖
縄

昔

軍
隊

島
」

、
辺
野

た
め
の

と
ば
か
り
に

古

沖
縄

、

以

を
は
じ
め

を

こ
れ

に

だ
ら
け
の

に
す
る

上

基
地

島

岸
田
政
権
。

の
か

国
民

、
欠
陥

保

に
は

マ
イ
ナ

を

も
せ
ず

し
つ

険
証

、
撤
回

押

続

政
治
。

け

け
る
グ
ダ
グ
ダ

・

に
あ
え
ぐ

低
賃
金

物
価
高

を

で
は

し
な
が

国
民

、
裏

嘲
笑

ら

い
た
ふ
り
す
る
こ
ん
な

、
聞

政
治
。

ぜ
ひ

み
ん
な
の

で

え

、

力

変

！

政
治

Ｓ

て
い
こ
う

こ
ん
な

を

Ｔ
Ｏ
Ｐ

。

さ
せ
よ
う



お
粗
末
、
ト
ラ
ブ
ル
続
き
の
マ

イ
ナ
保
険
証
。
一
体
い
つ
ま
で
続

く
の
か
？

こ
こ
で
話
を
ま
と
め
る
と
、
①

基
本
的
に
集
中
で
な
く
「
分
散
」

を
基
本
に

②
番
号
利
用
は
公
的

部
門
に

③
カ
ー
ド
は
原
則
廃
止

（
少
な
く
と
も
任
意
の
ま
ま
に
）

「
自
治
」
を
大
事
に

問
題
が
あ
っ
た
住
基
ネ
ッ
ト

、

「

」

。

は

ま
だ

自
治
事
務

だ
っ
た

だ
か
ら
「
不
参
加
」
の
選
択
を
市

区
町
村
長
が
可
能
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
は
市
町
村
の

事
務
が
「
法
定
受
託
事
務
」
と
な

り
選
択
の
余
地
は
な
い
。

あ
ま
つ
さ
え
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の

普
及
率
の
高
低
に
税
金
を
ぶ
ら
下

げ
自
治
体
を
競
争
さ
せ
る
。

住
民
に
は
「
ポ
イ
ン
ト
」
競
争

を
さ
せ
る
始
末
。
ど
ん
ど
ん
自
治

が
消
え
て
い
く
。

図
表
は
東
京
新
聞

▼
「
万
博
の
準
備

は
ま
さ
に
胸
付
き

八
丁
の
状
況
に
あ
る
」
と
、
岸
田
首

相
が
今
年
８
月
に
言
っ
た
大
阪
万

博
。
２
０
２
５
年
４
月
に
開
幕
す
る

予
定
だ
が
、
関
連
パ
ビ
リ
オ
ン
（
展

示
館
）
な
ど
の
建
設
費
高
騰
で
事
業

は
、
な
か
な
か
前
に
進
ま
な
い
。

▼
当
初
、
会
場
建
設
費
１
８
５
０
億

円
を
国
、
大
阪
府
・
市
、
経
済
界
で

等
分
負
担
だ
っ
た
が
、
精
査
す
る
と

約
４
５
０
億
円
の
上
積
み
が
必
要
と

い
う
。
こ
れ
も
３
者
で
等
分
負
担
ら

し
い
が
、
は
た
し
て
？

▼
１
９
７
０
年
開
催
の
前
・
大
阪
万

博
に
比
べ
、
来
る

年
大
阪
万
博

25

は
、
維
新
が
誘
致
。
当
時
の
橋
下
徹

・
大
阪
市
長
と
松
井
一
郎
知
事
が

年
に
声
を
上
げ
、
２
０
１
８
年
に

14開
催
地
に
決
定
。

年
万
博
の
夢

70

を
も
う
一
度
と
い
う
わ
け
か
。

▼
だ
が
、「

年
万
博
が
関
西
経
済

70

の『
終
わ
り
の
始
ま
り
』
だ
っ
た
」
（
朝

日
新
聞
７
月
９
日
）
と
小
笠
原
博
毅

・
神
戸
大
教
授
が
言
う
よ
う
に
、
70

年
万
博
を
境
に
関
西
経
済
は
国
内

生
産
の
中
で
下
落
傾
向
に
入
っ
た
。

▼
み
ん
な
知
っ
て
る
こ
と
だ
が
、「
関

西
の
利
権
の
あ
り
そ
う
な
所
に
維

新
」
も
、
化
け
の
皮
が
剥
が
れ
始
め

て
い
る
。
も
っ
と
地
道
な
政
治
を
！

（２）（３） 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第235号 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第235号2023年9月25日

<

前

編>

■
ボ
ク
の
中
学
、
高
校
時
代
は
、
登
山
ブ
ー
ム

の
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

昭
和

（１
９
５
６
）年
、
槇
有
恒
を
隊
長
と

31

す
る
日
本
山
岳
会
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
マ
ナ
ス
ル
峰
初
登
頂
に
成
功
し
た
。
日
本
人
初

の
８
０
０
０
ｍ
峰
登
頂
は
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

た
。
敗
戦
か
ら
約
10

年
、
壊
滅
的
な
焼
け
跡

か
ら
復
興
し
つ
つ
あ
っ

た
こ
の
国
の
社
会
を
勇

気
づ
け
る
快
挙
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
記
念
切
手

も
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
青

い
空
を
バ
ッ
ク
に
白
い

高
峰
が
描
か
れ
、
左
端

に
前
景
と
し
て
登
攀
隊
員
の
姿
が
あ
る
と
い
う
、

き
れ
い
な
切
手
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

■
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
第
一
次
登
山
ブ

ー
ム
が
起
こ
り
ま
す
。
大
学
山
岳
部
だ
け

で
な
く
、
社
会
人
の
山
岳
会
活
動
が
活
発

に
な
っ
た
の
も
こ
の
時
の
特
徴
と
言
っ
て
よ

い
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
若
者
が
中
心
で
し

た
。

■
あ
の
頃
、
登
山
靴
と
い
え
ば
黒
い
革
製

の
も
の
し
か
な
か
っ
た
本
格
的
に
山
を
や

ろ
う
と
い
う
の
で
な
け
れ
ば
、
足
元
は
運
動

靴
じ
ゃ
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
こ
に
登
場
し

た
の
が
キ
ャ
ラ
バ
ン
シ
ュ
ー
ズ
で
し
た
。
こ

れ
は
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で
の
道
中
を
よ
り

軽
量
の
シ
ュ
ー
ズ
で
歩
き
た
い
と
い
う
、
マ

ナ
ス
ル
登
攀
隊
の
要
請
で
作
ら
れ
た
も
の

が
始
ま
り
。
ブ
ル
ー
の
ナ
イ
ロ
ン
製
生
地
に

ビ
ブ
ラ
ム
社
製
の
ゴ
ム
の
靴
底
を
貼
り
付

け
た
も
の
が
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
シ
ュ
ー
ズ
の
名
で

売
り
出
さ
れ
る
と
、
瞬
く
間
に
流
行
と
な

り
ま
し
た
。
革
製
の
登
山
靴
よ
り
安
く
て

軽
い
。
こ
の
靴
も
ブ
ー
ム
の
一
端
を
担
っ
た

ん
で
は
な
か
ろ
う
か
。

■
信
州
方
面
は
新
宿
駅
が
始
発
。
夜
10

時
、

時
台
に
発
車
す
る
夜
行
列
車
が

11

何
本
も
あ
り
ま
し
た
。
週
末
の
夜
と
も
な

る
と
、
駅
は
ホ
ー
ム
も
構
内
の
通
路
も
登

山
客
で
あ
ふ
れ
か
え
り
、
構
内
の
通
称

「
ア
ル
プ
ス
広
場
」
に
、
列
車
ご
と
に
列
を

つ
く
っ
て
待
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。
当
時
の

登
山
客
で

埋
め
尽
く

さ
れ
た
ホ

ー
ム
の
写

真
を
見
る

と
、
キ
ス

リ
ン
グ
と

い
う
横
長
の
大
型
リ
ュ
ッ
ク
を
持
っ
た
山
男

た
ち
に
混
じ
っ
て
、
今
な
ら
近
場
に
ち
ょ
っ

と
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
く
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
に

白
い
運
動
靴
の
女
性
が
い
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

理
事
長
）

（な
る
み

や
す
し

ろ
っ
こ
う
医
療
生
協
・元

許すな！憲法改悪・市民連絡会

● （267号）私と憲法
・岸田改憲を破綻に追い込む－戦争か平和か
の岐路
人が 人として 人らしく共に生きていくために・

・関東大震災から１００年・敗戦から７８年
を迎えて

神戸学生青年センター

● 「ワタシタチハ ニンゲンダ」神戸上映会
学生500円・10月12日(木) 入場料1000円

(１)午後4時 (2)午後6時30分
神戸学生青年センターウエスト100・

◎主催：NGO神戸外国人救援ネット＆神戸NGO協議会

参加費1000円●食料環境セミナー
「タネを採り続ける丹波篠山での暮らし」
・10月21日（土）午後1時30分～3時
・酒井 菊代さん（丹南有機農業実践会）

・10月17日（火）午後6時30分 ウエスト100

老朽原発うごかすな！実行委員会

使用済み核燃料の行き場はないぞ！全国集会●
・10月22日(日)午後3時～4時30分
・関電本店前

（地下鉄肥後橋駅／京阪中之島線渡辺橋駅）

・集会後に梅田までデモ行進

白石 孝さんプロフィール

の からコンピュ タ1970年代 後半 ー
や に する合理化 国民総背番号制 反対

運動 参加。に

「共通番号入 」「秘密保らないネット
護法反対 ー 」 設立。ネットワ ク などを
「NPO法人官製 ー 研究ワ キングプア
会」理事長。

の ・シンポ への韓国 民主 政治日本
紹介、多文化共生 取 組 、団体への り み

ラオスの どもの と役員。 「子 家財団」
児童教育事業 27年間実施。を

マイナンバ から『 ー制度、番号管理
を る の な わ住民 守 』『共通番号 危険 使

方』『 市民民主主義～日本れ ソウルの
の を えるために など政治 変 』

憲
法
を
生
か
す
会
・
西
神
戸
連
絡
会

（
神
戸
市
内
の
兵
庫
区
、
北
区
長
田

区
須
磨
区
、
垂
水
区
の
憲
法
を
生
か

す
会
で
構
成
）
が
、
９
月

日
に
市

23

民
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。



会
場
の
学
生
青
年
セ
ン
タ
ー
・ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者

（４）2023年9月25日 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第235号

買
わ
ぬ
の
に

目
は
チ
ラ
チ
ラ
と

く
じ
売
り
場

駅
前
の
宝
く
じ
売
り
場
、

ジ
ャ
ン
ボ
く
じ
の
時
に
は
列

が
で
き
る
。
３
０
０
０
円
が

惜
し
く
て
買
わ
な
い
け
れ

ど
、
何
故
か
売
り
場
が
呼

ん
で
い
る
よ
う
で
、
横
目
で

通
過
す
る
。

「
お
は
よ
う
川
柳
」

（９
・

）
26

▼
ど
こ
に
新
鮮
味
？
首

傾
げ
る
内
閣
改
造

「
核

。

」

軍
縮
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
い
う
岸
田
首
相
へ
チ

ク
リ
と
天
声
人
語
。

▼
尼
崎
、
西
宮
、
加
古

川
、
淡
路
の
県
立
４
病

院
で
違
法
残
業
、
労
基

署
か
ら
是
正
勧
告
。

▼
神
戸
市
の
王
子
公
園

再
整
備
基
本
計
画
。
ダ

チ
ョ
ウ
、
カ
ル
ガ
モ
は

「
調
整
種
」
と
将
来
は

飼
育
し
な
い
動
物
へ
？。

▼
朝
夕
だ
け
秋
の
気
配

で
も
、
昼
間
は
元
の
暑

さ
居
座
り
。
ご
自
愛
を

プロフィール

大阪市生 、中学まれ

で を え そ校 社会科 教 、

後、近現代史 中心の を

執筆活動 。に へ

「評伝 管野須賀子

－火 生 」のように きて

「評伝 久津見房子－

凜 生 」として きて

この の を「『 世界 片隅』

生 広島 女 」きる の たち-

9/15～9/16伊藤野枝100年フェスティバル
－伊藤野枝の地元・福岡では

昨年 100年 始動 、から プロジェクトを させ
読書会 街頭演説 展開。や などを

の と には し本番 今年9月15日 16日 、2日間通
3000円 参加券 発行 取 組 。で の を し り んだ

の は フィ ルド2日間 日程 、 ー
ー 、映画「 旅立ワ ク ルイズその
」上映、矢田寛治 講演、ち さん

学生 、 ーシンポジウム パフォ
マンス さん ま、神田紅 講談、森

講演、座談会 盛ゆみさん など
企画 。りだくさんの だった 記念ティーシャツ

１
９
２
３

大
正

年

関

（

）

の

11
の

に

東
大
震
災
直
後

９
月

日
16

の

と
と
も
に

大
杉
栄
、
甥

宗
一

虐
殺

伊
藤
野
枝
。
虐
殺

さ
れ
た

か
ら

で

を

今
年

１
０
０
年
、
彼
女

ん
で

あ

偲

『
評
伝

伊
藤
野
枝
～

ら
し
の
よ
う
に

き
て

の

生

～
』

著
者

堀

和
恵

招

・

さ
ん
を
お

講
演
会

「
大
逆
事
件

き
し
て

が

明

兵
庫

会
」

を

ら
か
に
す
る

の

開

。

に
よ
っ
て

か
れ
ま
し
た

副
題
「
管
野
須
賀
子

精
神

の

受

～
」

講

を

け
つ
い
で

と
い
う

は

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
は
じ

演

①

ま
り

に
も

さ
な

②
権
力
者

屈

姿
勢

③
二
人

最
後

④

い

の

ル
イ

を

け
つ
ぐ

伊
藤

～
二
人

受

。『
青
鞜
』

平

と
い
う
も
の

と

ら
い
て
う

を
め
ぐ
り

塚

、
廃
娼

な
ど

婦
人
矯
風
会
、
山
川
菊
栄

論
争

紹
介
。

の

な
ど
も

『
評
伝

伊
藤
野
枝
～
あ
ら
し
の
よ

（
２
０
２
３
年
４
月

日

う
に
生
き
て
～
』
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発
行
・
郁
朋
社
・
定
価
１
５
０
０
円
＋
税
）


